
地

疎

節
:
雇

節
三
枕

中
世
回
教
徒
の
地
理
学

二
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カ
ー

″
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イ
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l118
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｢

正
利
比

重
地
理
撃
の
内
容

.FIPj.刺
比
並
地
理
聾

者
の
多
-
は
其
の
著
作
の
根
棟
を

多
少
は
ク
ラ
ク
デ
ク
ス
･
ブ
ト
レ
ミ
ー
(C
iaudius
Ptot?

･ny
)
の
『
地
坪
畢
』
に
凝
い
た
｡
煎
る
に
此
の
ノ有
名
な
る

希
臓
人
は
元
凍
天
文
聾
者
で
あ
-
数
単
著
で
あ
っ
た
か

ら
自
然
其
の
地
理
的
著
作
は
之
れ
が
形
鯉
を
蒙
ら
な
い

輝
に
は
ゆ
か
t
LJか
っ
た
∪
之
を
骨
得
す
る
兼
に
は
ブ
ト

レ
ミ
ー
の
地
固
挙
上
に
致
せ
る
功
業
､
或
は
彼
が
地
変

を
天
文
率
の
基
礎
の
上
に
計
算
せ
る
激
甚
の
地
神
に
甚

介
せ
る
事
､
及
び
土
地
住
民
の
叙
述
vp
甲
やb
lU
(gTftP
h･

ein)に
寧
ろ
畢
さ
を
置
い
た
ブ
ト
レ
ミ
ー
以
前

の
希
魔

人
の
著
作
ビ
は
温
か
に
型
を
異
に
す

る
研
究
を
行
っ
た

革
を
念
頭
に
避
け
ば
足
る
.
斯
-
し
て
ブ
-
レ
ミ
-
以

後
は

gcograph
y
L･i
る
語
は
希
臓
人
間
に
於
で
は
第

一

に
地

球
形
状
の
正
確
だ･･6
る
拳
問
を
串

不
す
る
に
用
ひ
ら

る
ゝ
に
至
っ
た
｡
(訊
こ

ブ
ト
レ
ミ
ー
の
か
-
､

一
方
に
於
で
は
政
争
的
天
文

幽
･的
の
方

法
他

方
に
於
で
は
統
計
‥附
叙
述
的
の
方
法
の

雨
方
法
を

1
人
で
採
用
し
得
た
蔚
測
比
重
の
一地
確
率
者

が
甚
だ
小
数
で
あ
っ
た
事
は
極
め
て
自
然
の
轟

に
屈
す

る
｡
寧
ろ
'
地
排
撃
の
進
歩
に
何
等
か
の
衰

献
を
致
し

た
並
刑
此
並
の
地
租
寧
省
間
に
は
'
兼
行
を
試
み
叙
述

的
の
著
述
を
企
て
た
地
理
単
著
亡
､
天
文
軍
者
ど
の
土

塀
が
存
し
た
U
然
れ
ば
回
教
徒
が
地
坪
挙
上
の
貢
献
を

明
確
に
評
倍
せ
■ん
に
は
地
等
二
派
の
代
表
す
る
二
つ
の

和
典
れ
る
型
の
研
究
を
考
察
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
此
は
余
の
信
す
る
灘
に
よ
れ
ば
未
だ
完

人ソ

成
せ
ら
れ
な
か
っ
た
稿
で
あ
る
O
薯
に
之
を
完
成
す
る

事
は
甚
だ
難
事
に
屠
す
る
.
何
ど
な
れ
ば
亜
刺
比
亜
天

文
聾
者
の
諭
薯
は
今
倫
東
洋
稿
本
集
の
塵
瑛
裏
に
挫
も

＼

れ
徒
ら
に
将
雄
琴
徒
の
研
究
を
保
つ
の
み
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
｡
然
る
に
串
に
し
て
回
教
徒
は
'
何
れ
の
鮎
に

於
で
も
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ブ
ト
レ
ミ
ー
L･.
る
標
準

聾
者
に
比
肩
す
る

1
単
著
を
有
す
る
の
で
あ
る
.
単
著

TyJ
は
A
b
･jl'l
R
ill.lan
al由
ir引n
i(9
73
-
10
4
8
)
之
れ
で
あ

っ
て
政
の
傑
出
せ

る
輿
･
者

に

親

で

は

吾

人
仙川
詳
細
に
語



る
事
が
糾
凍
る
0

斯
か
る
事
轍
か
ら
し
て
回
教
徒
は
地
現
車
の
名
弼
ビ

し
て
地
秋
蝉
的
研
究
の
郁
々
の
分
野
か
ら
特
別
の
名
目

を
選
ん
だ
｡
彼
等
は
『道
路
及
び
団
土
の
拳
闘
㌔
S
cien
･

c
e
o
f
R
oad
s
and
C
ou
ntries
"F郵
便
肺
の
畢
問
『
へへ
Sc･

ience
o
f

P
ost
R
outes
"
『
粧
緯
皮
の
串
間
JI
"
S
cience

of
L
oltg
itude
a
nd
i
atitude
"
冠

候
糟
の
特
質
の
草

間
』
"
S
cience
of
th
e

P

eculilrities
of
th
e
C
tin

llta"

(琴
1)
等
ビ
邦
し
た
.

H
ajjiK
h
ltf1(+
)6
･58
.)な
る
訂

刺
比
並
の

一
挙
者
は
.L

Disct.ssion
o

fth
e
Lo-e
of
the

N
am
es
of
B
o
ok
S
and

Sc
ien
c
es
"

な
る
薯
番
に
於
て

左
の
如
-
云
っ
た
｡

『
地
班
の
拳
闘

(ja叩hr[If,yi.i)｡
此
れ
は
地

の
叙

述

(gTtrat
lT
ar()
)を
意

味
す
る
希
臓
語
で
あ
る
O
此
の
拳

闘
は
之
れ
に
よ
っ
て
吾
人
が
地
表
上
人
頻
の
生
息
地
方

に
横
は
る
七
つ
の
気
候
帯

"
clim
ata
"
の
情
態
を
知
-

得
る
串
間
で
あ
-
､
其
の
他
地
表
に
横
は
る
経
緯
度
を

知
る
拳
問
で
ゐ
ゎ
'
地
上
に
幾
何
の
都
市
'
山
'
大
陸

海
､
河
が
存
す

る
か
を
調

べ
る
畢
問
で
あ
り
'
地
球
上

人
類
の
生
息
地
方
に
存
在
す
る
其
の
他
の
事
情
を
調
べ

中
世
回
教
徒
の
地
理
拳

る
跡学
問

で
あ
る

O
M
ifta廿
a
s･slノi.Ida
"The
K
e
y

o
f
.

fortune
"
な
る

番
に

は
石
の
如
-
定
義
せら
れ

て

居

る

然

る
に
S
h
cik
h
D
a
'1-Id
は
其
の
筈

T
ldh
k
ira
へヘM
em

oir
"
に
於
で
｢
地
理
撃
は
地
球
の
気
候
帯
の
区
分
'
山

川
､
及
び
地
表
の
住
民
が
郁
々
の
催
件
の
下
に
於
で
互

に
相
異
る
其
の
催
件
等
に
関
し
て
'
全
地
球
の
情
態
を

研
究
す
る
学
問
で
あ
る
｣
三
石
っ
て
居
る
.
地
理
拳
は

七
つ
の
気
候
帝
の
み
を
取
扱
ふ
も
の
で
は
な
い
か
ら
此

の
兄
弟
は
前
掲
の
定
義
よ
-
更
に
正
確
で
あ
る
.
地
理

率
は
亜
刺
比
茄
語
の
特
別
の
語
を
以
て
し
て
指
示
す
る

事
の
出
水
な
い
串
間
で
あ
る
｡
此
の
串
間
に
関
す
る
書

を
最
初
に
著
し

た
人
は

B
a昔
m
y
Gs
al
･Q
atauz
T[

clauI

d
ius
P
tolem
aeus〕
で
あ
っ
た
｡
彼
は

A
lm
a
ge
st
を
普

い
た
後

laght･(W
y
[L
を
砺
碁
し
た
｡
此
の
昔
は
苛
も
地

理
率
に
欄

す
る
論
文
を
書
け
る
程
の
人
は
誰
も
が
参
考

せ
る
標
準
書
ど
な
っ
た
｡
然
る
に
彼
が
叙
逃
し
た
所
の

も
の
が
後
多
て
嘆
城
に
蹄
し
彼
の
名
ビ
名
密
は
誤
傭
せ

ら
れ
斯
-
し
て
其
の
利
用
の
門
戸
は
閉
ざ
れ

1
般
に
用

ひ
ら
れ
怨
-
な
っ
た
.
此
の
聾
は

M
a'm
1.m
の
時
代
に

亜
刺
比
並
語
に
翻
評
せ
ら
れ
た
が
現
在
に
於
て
は
此
の

竜
】

E
]ltt



地

域

制
辞
書
は
蟹
見
せ
ら
る
べ
-
も
な
い
b

q･JT>
〔聖

一)

三

正
利
比
重
は
地
理
聾
の
進
歩
は
射
し

醇
陀
有
利
な
あ
僻
件
を
具
備
せ
る
事

で
ホ
メ
ツ
･L

摩

詞

末

以
前
の
.時
代
に
於
で
も
或
る
程
度
迄
の
賓
隙

的
地
誌
の
知
識
が
春
し
貿
易
著
の
利
用
す
る
所
ど
な
っ

て
屑
先
の
で
あ
る
が
p
亜
刺
此
麗
人
の
F地
理
的
限
鼻
は

殊
に
急
速
な
る
回
数
の
樽
活
に
よ
っ
て
大
い
に
腫
脹
せ

ら
れ
た
｡
回
教
徒
の
将
軍
は
次
第
霊
剛
賎
し
其
の
作
戦

を
遂
行
す

る
に
雷

-
能
ふ
る
限

-
地
理
的
材
料
を
蒐
集

す
る
の
必
妻
を
生

じ
た
O
加
之
中
央
政
府
は
新
た
に
征

服
せ
る
都
市
及
び
団
家
の
富
.
面
積
等
の
元

嘩
恕
必
要

ビ
し
た
｡
崇
a
s′L.1d
i
に
洩
れ
ば
致
iii
ノO
m
al･
は

山尊
者

に
射
し
書
簡
を
以
て
左
の
如
き
命
令
8
.1登
し
た
竺

芯
ふ

日
-
､『
余
の
翁
に
枇
鼎
各
地
の
気
候
､
位
置
.
基
の
土

地
及
び
気
候
が
其
の
性
比
に
典
ふ
る
影
響

を

叙

越

せ

よ
』
tJ･J
''
(誰
讐

加
之
離
別
比
亜
の
征
服
者
は
多
-
其

の
被
征
服
民
族
間
に
.
自
ら
の
文
明
を
造
か
に
凌
駕
す

る
文
明
の
存
す
る
を
見
た
｡
然
れ
ば
既
に
基
礎
確
立
せ

る
政
雁
郵
便
の
渦
度
､
能
-
保
存
維
持
せ
ら
丘も
た
る
道

路
ー
統
計
歳
入
の
登
雄
等
悉
-
之
を
利
-ll川
す
る
を
得
~

第
三
番

第
三
枕

葛
二

出
凶

曲
等
の
供
す
る
諸
例
は
'

叫
種
質
用
地
哩
の
産
物
た
る

他
の
企
業
の
組
織
に
於
て
紋
等
を
刺
戟
す
る
所
が
多
か

っ
た
)
コ
-
ラ
ン
の
言
語
は
常
時
ビ
雅
も
現
在
ビ
同
橋

回
数
倣
碁
の
査

股
に
亙

-
て
埋
解
せ
ら
れ
.
メ
ッ
カ
巡

戒
は
最
も
遠
附
の
蓮
陣
地
よ
-
す
る
も
棲
め
て
容
易
の

業
で
あ
っ
た
J
Y
i.Iqt.t
に
披
れ
ば
地
埋
尊
は
卿
の
限
に

甚
だ
快
い
串
間
で
あ
っ
た
｡
(詫
空

C
･A
･
N
a
賢
10
は

A
T

Ghaz
z

･Tlli.
の

"
R
e
v
iv
a
t
o
f
th
e
K
now
ledg
e

o
f

R
etig
ion
"

か
ら

.政
の
寵
を
例
語
す
る
左
の
如
き

牽
句

を
引
用
し
て
屠
る
｡
臼
-
､甲
軍
を
探
求
め
て
我
が
家
を

･I
チ

出
甘
行
-
者
は
其
の
家
に
鋳
る
ま
で
白
ら
軸
の

鑑

路

に

あ
る
事
を
知
ら
ん
』
『
単
を
求
め
て
大
道
を
歩
む
も
の
に

は
軸
は
楽
園
に
至
る
道
路
を
東
に

T
暦
の
規
格
ビ
な
し

給
ふ
』
,/)
.
(埜
ハ)

宗
教
上
及
び
占
盛
柵
上
の
利
害
輿
庇
は
'
或
る
地
鮎

の
地
理
的
経
緯
度
の
正
確
な
る
決
定
に
特
別
努
力
を
排

は
ん
事
を
天
文
尊
者
の
養
蕗
だ
な
す
に
至
っ
た
｡
第

1

に
､
今
日
の
町
時
計
ビ
同
機
.
新
橋
の
行
は
る
べ
き
四

角
距
を
飾

つ
.花
水
平
日
時
計

(b
a
s暮
)
を
作
る
場
倉
に

正
確
な
る
緯
度
の
知
識
が
腰
相
川せ
ら

れ

た
｡
水
準
:
悼



新
の
銀
の
描

･,yTJ方
は
Å
二･1-
基
の
地
緯
淀
め
差
鵜
∵
1-掩
っ

て
凝
る
も
の
で
あ
る
｡
知
之
比
の
水
準
日
時
計
は
基
の

捧

(mi
qy
L7S)
の
陰
影
の
長
さ
に
よ
っ
て
正
午
の
新
鵡

(Jh
こ

の
初
め
ビ
絡
-,n
J
を
示
す
も
の
で
あ
る
O
然
る

に
此
の
影
の
.長
さ
は
其

の
他
の
緯
皮
及
び
日
々
の
太
陽

の
傾
斜
に
よ
っ
て
馳
足
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡
(談
霊

威
に
新
橋

(qib
iaj
中
メ
ぞ
カ
に
向
ふ
方
向
は
メ
タ

カ
及

び
信
者
の
位
愚
の
鮭
緯
度
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
Q

(乱
入
)
汲
後
に
運
命
判
断
に
於
で
は
天
を
十
二
の
青
盛

術
上
の
舘
に
分
光
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
基

の
飴
の
太
さ
は
年
中
に
敷
け
る
時
期
だ
地
鞘
的
揮
挽
E

に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
然
れ
ば
天
文
単

著
1

-
天
文
尊
者
は
同
時
に
宗
教
の
僕
で
あ
り
毒
養
家

で
あ

っ
た
が
-

天
文
聾
者
が
何
故
に
地
理
的
位
置
扱

淀
の
串
間
を
進
歩
せ
し
め
ん
.,LJ
欲
し
た
か
の
理
由
は
充

分

に
存
し
た
の
で
あ
る
｡

三
'
醸
婚
家
及
び
地
理
聾
者
の
著
確

固
欧
に
於
け
る
研
究
及
び
朝
鐸
事
業
が
先
づ
節

7
に

回
教
徒
の
旅
行
家
及
び
字
義
遡
-
の
地
理
尊
者
の
常
雄

に
向
け
ら
れ
た
事
は
撤
め
で
畠
熱
の
事
で
あ
る
O
然
れ

申
牡

州
教
徒

の
地

班
塾

ぱ
地
方
紙妙
は
亜
調
比
壷

の塘
滞
納撃
･仰
･滋
も
よ
く
知
ら
か

た
方
面
で
あ
る
｡
秋
叫る

に其
の
折
発
育
ハ神
は
基
だ
桝.皿
欝

に
過
ぎ
政
の
題
目
の
辞
卸
に
亙
る
考
察
を
企
て
ん
事
は

殆
ん
tA/J
不
可
能
事
で
あ
る
｡
然
れ
ば
吾
人
は
左
の
如
き

簡
異
な
る
梗
概
を
記
し
得
る
の
み
で
あ
る
.

輩
調
比
蛍
敵
意
の
有
名
な
る
地
既
尊
者
は
邑
u
i.lam
p

adib
n
琵
{iSri･
A
u
Lt
hyy
[ir仙ZiTn
i
(
+
8
･50
)
で
あ
っ
て
彼

は

i竜
ic
tu
re

(I
)eSC
rip
tio
n

)

o
f
th
e

Ear
th
"

(登
rat

ar
a
r聖

を
編
纂
し
た
が
之
れ
は
ブ
ー
レ
,,,
I
を
宛
ん
で

其
の

橋
模
需
し
た
も
の
で
あ
る
O
其
の
地
園
を
伴
ふ
本

文
は

今
榊
現
存
す
る
が
甚
だ
不
完
全
な
形
に
於
て
い
あ

る
｡
此
の
著
作
鼻
腔
は
聯
鐸
せ
ら
れ
す
原
稿
の
橋

S
ti･a･

Sb
ou
rg
に
寿
す

る
が

H
･
v
on
jl,iZik

が
詳
し
-
之
を

分
析
す
る
所
が
あ
っ
た
｡
(
謙
九)之
蹄
に

次
で
は

"
a
.
o
l(

o
f.
R
outes
and
P
r
oy
iriC
eS
"
(～iCit[ib
a
Tm
l
S
巴
叫k

w
,.a
il

m
a邑

iik
)

.I,J
綱
す
る
K

h
or,jadhb
eh
の
官
鑑
贋
程
聾

が
得
た
｡著
者
は
露
達
附
近

S
u
rr-
11nrl'･L.こ
S
u
m
a
rtJa
)

の
中
火
郵
便
事
務
官
で
あ
っ
た
が
敦
定

A
T
A
Jfo.tam
己

か
ら
基
の
編
纂
を
委
任
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
鹿
の
番

は
各
州
に
於
け

る

輝

姑

､
郵
便
車

纏

p
歳

入
等

に
開
音

三
7
..31･

E
Z五



地

球

る
正
確

打･tる
油
息
を
侍
へ
て
居
る
｡
A
廿
m
ed
ilm
fa
CJl賢

は
九
二

7年
敦
韮

A
TM
uqtad
ir
の
使

者
と
し
て
ゲ
オ

ル
ガ
河
畔
ブ
ル
ガ
ル

人

i3u
lg
a
l･S
の
王
の
許
に
遺
さ
れ

た
が
彼
は
蹄
臨
す
る

や
其
の
勝
行
記
を
著
し
た
｡
(就
十
)

今

l
人
通
則
比
煎
初
期
の
有
名
な
る
地
難
単
著
は

AT

M
a
q
d
isi
(th
e
曽
Tn
o
f
Je
l･u
Sllem
)
で
あ
る
｡
彼
は
問
班

牙

を
除
-
凡
て
の
回
数
勘
を
遍
歴
L
土
地
だ
住
民
E
に

就
て
基
礎
的
知
識
を
獲
得
し
又
能
-
先
人
の
経
験
研
究

を
利
用
し
た
｡
碓
て
其
の
潜
へn
O
n
th
e
K
110W
tedg
e
o
f

th
e
clim
a
ta
"
は
回
数
世
外
に
関
す

る
濃
重
な
.
詳
細

i.6説
明
で
あ
る
.
更
に
驚
嘆
す

べ
き

叫
諭
舘
は

A
b
G

Zaid
a
T
B
l
tk
h
i
の

"
B
ook
of
S
k
e
tch
es
"
(
K
it
fi
b
a
i･

a
sh
k
{kl)
(
9
9
1
)

で
あ
っ
て
之
は
最
初

EET
he
R

o
u
tes
of

th

e
P
rovi
nces"
(jr11S巴
芹

11･mlm
巴
ik
)
の
名
を
以
て

i菅
k
h
ri
之

を
改
訂

し
更
に

)bn
H
a
u
qai
之
を
改
訂

埼
珊
L
iJ
｡
(謎
十
7
)茄
刺
此
劫
の
地
埋
尊
者
が
外
観
の

凡
で
の
事
物
に
射
し
て
同
情
を
以
て
正
確
に
甥
解
し
て

居
た
事
は
邦
誤
に
他
す
る
｡
彼
等
は
常
に

山
地
方
よ
-

曲
の
地
方

へ
一
都
市
よ
-
他
の
都
市

ヘ
ビ
膳
を
迫

っ
て

基
の
佳
氏
の
朋‖
借
風
朋日
､
基
の
産
業
かji清
､
謝
柚
仙郷
物

第
三
番

些
三
択

慧

四

四

六

罫
に
於
け
る
産
物
を
確
薯
精
密
に
記
放
し
其
の
他
あ
ら

ゆ
る
種
灘
の
迷
信
に
就
て
も
論
じ
た
｡
(祉
十
二
)

其
の

叫
例
ビ
し
て

A
m
b
L,rgr;Sに
就
で
述

べ
た

Ⅰ昔
･

kt1ri
か
ら
左
の

T
節
を
辞
す

｡
(談
十
三
)日
-
､『
而
し
て

'anb
a
L･(両
班
牙
練
で
は

a
m
b
ra
)

は

S
a
ilta
rem

に
慶
す

ら
.
サ
ン
タ

レ
ム
は
外
海
中
に

横
は
る
が
之
を
塵
す

る

所
は
サ

ン
タ

レ
ム
を
除

い
て
は
地
中
輝
中
に
も
周
囲
の

外
渥
に
も
之
れ
有
る
を
知
ら
ぬ
｡
尤
も
余
が
シ
リ
ア
滞

在
中
少
し
で
は
あ
る
が
確
か
に
之
れ
が
地
中
海
岸
に
存

し
た
｡
布
年

1
匹
の
魔
術
動
物
が
海
岸
の
石
上
を
働
倒

し
て
サ
ン
タ

レ
ム
に
至
-
附
し
て
ア
ン
}',
ル
は
曲
の
動

物
か
ら
取
れ
る
の
で
あ
る

｡此
の
動
物
は
属
無
き
四
足

獣
で
絹
の
如
-
柔
か
-
'
其
の
色
は
金
色
意

識
成
典
る

な
-
其
の
度
は
非
常
な
蟹
で
あ
る
.
其
の
度
は
之
を
集

め
て
衣
服
に
作
-
此
の
衣
服
は
日
中
種
々
の
色
彩
を
現

し

0
1,i-ay
ad
王
朝
は
其
の
使
用
を

Z
敗

に
禁
じ
自
ら
之

を
事
断
す

る
.
此
の
既
皮
は
密
輸
出
に
よ
る
に
あ
ら
ず

ん
は
輸
出
出
凍
な
い
の
/̂J
其
の
品
が
稀
に
し
て
弟
麗
で

あ
る
の
AfJ
で
之
よ
-
作
る
衣
服
は

一
千

d
inll･S
に
も
催

す
,ノる
』
･JJ
O
ハ誹
十
川
)



敢
-
功
仙崎
の
多
か
っ
た
亜
剥
比
蛍
の
地
理
単
著
は
t

E
asI.L･Ld
i
(
+
g
r,6
)
で
あ
っ
て

1b
n
B
思
想
1
に
従

へ
は
彼

は
其
の
時
代
に
&
'け
る
敦
も

偉
大

な
る
旅
行
家
で
あ
る

彼
の
旅
行
は

へ盛

ead
.
JV
S
.
f
G
.Id
"
(M
urBj
ad
h
d
h
ah
･

ab
)
に
記
馳
せ
ら
れ
保
存
せ
ら
れ
て
凍
た
o
(駄
十

吾
Ⅰ管

･

kh
ri
及
び

ih

H
a
u
q
aL
の
如
-
彼
は
壮
界
の
諸
所

を

訪
れ
た
る
中
に
又
グ
オ
ル

ガ
地
方
を
訪
れ
p
ア
ブ
ブ
源

が
基
面
だ
連
絡
し
て
屠
る
ど
の
芯
-
か
ら
の
誤
謬
を
訂

正
し
た
が
飼
其
れ
に
も
拘
ら
ず
､
ブ
オ

ル
ガ
河
が
其
の

水
を
分

っ
て
ア
ゾ
ブ
渥
p
ヵ
ス
ピ
面
の

何
れ
へ
も

1
支

流
を･
送
る
ビ
静
し
た
｡
紋
は
又
地
理
文
献
の
徹
底
的
研

究
を
試
み
古

い
著
作
か
ら
多
-
の
項
目
を
其
の
著
作
中

に
引
用
し
古

い
著
作
が
樽
は
ら
な
い
今
日
之
れ
が

l
部

分
を
樽

へ
て
居
る
の
せ

あ
る
｡
(詫
十
六
)

回
教
徒
の
尊
者
間
に
あ
-
て
燕
に
銅
著
だ
位
置
を
責

め
る
も
の
は

A
lrB
ir
L..ni
で
あ
る
｡
彼
が
教
単
著
'
天

文
撃
薪
p
及
び
地
理
串
者
ビ
し
て
の
静
作
は
共
に
傑
出

せ
る
も
の
で
あ
る
｡
彼
は
最
初
キ
プ
ア
の
王

(th
e
to
rd

o
f
K
hi互

に
仕

へ
た
が
後

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ガ
ズ
ナ

(Gh
azila)の
二
人
の
支
配
者

M
atI,m
Tld
及
び

M
as't.1d

中
世
何
故
徒
の
地
組
昏

に
事

へ
た

｡
彼
が
大
い
に
食
誰
せ
ら
れ
た
事
は
M

･首
l11｡･

(Titl
の
左

の

縛
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
｡
日
-
､
『科
挙

は
梅
め
て
嵩
高
tISも
の
で
之
れ
を
種
服
す
る
事
困
難
で

あ
る
｡
凡
て
の
人
間
が
科
塾
を
研
究
す
る
け
れ
で
も
之

れ
を
獲
得
す
る
者
は
な
い
』
hJ･J
｡
ア
ル
ピ
ー
ル
ー

ニ
ー

の
垂

問
に
封
す
る
熱
心
は
併
ぶ
も
の
な
-

『
彼

の
手
は

聾
厭
を
離
れ
た
る
事
だ
-
紋
の
眼
は
観
察
を
威
し
た
る

事
琴

1
枚
の
一心
は

Naira
z
及
び

M
ihr
a
g.1n
(披
斯
春

歌
の
休
日
)
の
両
目
を
除

い
て
は
獣
思
熟
考
を
薦
け
て

屠
る
』
旦

試
ほ
れ
た
｡
彼
は
基
の
正

三

I
ド
ビ
共
に

印
度
に
至
-
印
度
語
及
び
印
度
の
科
挙
を
尊
び
其
れ
だ

交
換
に
希
胞
語
及
び
希
肢
の
料
率
を
樽
授
し
た
｡
彼
の

印
度
旅
行
印
鑑
軍
の
飴
果
ビ
し
て
後
世
に
遺
し
た
も
の

は
有
名
な
る
印
皮
の
叙
嘆

訊
十
七
)
で
あ
る
が
之
れ
は
彼

が
革
質

に
封
す
る
普
遍
的
の
珊
脚
力
だ
深
い
知
識
ど
な

揮
っ
て
屠

っ
た
}J
Iz苫
ふ
理
由
か
ら
し
て
~
地
誌
の
内
で

は
最
も
意
義
あ
る
並
刺
比
故
人
の
産
物
亡
者

へ
て

よ

ヽ
0
-ui
d
ri.S二

iO
99-
)1孟
)
の
薯

"
R
og
e
r
B

ook
｡言
K
it･

ab
R
oj.8
ユ

は
七
十
の
地
岡
を
伴

へ
る

地
坪
番
で

シ
シ

芸
.温

四
七



地

球

リ
ー
ま

｡
･-
ジ
ヤ
ユ

雇

の
翁
に
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
が
又
地
堺
的
文
書
ビ
し
て
歪
姿
な
る
も
の
で
あ

る
｡
此
の
薯
に
於
て
は
七
つ
の
義

候
帯
(c
iim
ata
)
或
･は

地
鞘
的
低
域

(ge
.graph
ica
l
pTO
･t,･in
ce-i)
な
る
も
の
が

述

べ
ち
ら
れ
て
屠
る

.
ハ誰
十八
)

誓
.Lq
l｡Lt
(1
i
79
･･よ

9
9
3
竺

芯
ふ
塾
者
は
侃
寧

冨

資

料
ビ
静

々
親
し
-
試
み
た
旅
行
ビ
に
板
壁

S･J撃

～
地
理

僻
番
を
造
し
た
が
彼
は

l生

貧
乏
に
苦

し

ん
だ

Q

波

は

少
年
の
頃
非
を
待
奴
悪
ど
し
て
商
連
の
商
人
に
構
ほ
れ

た
｡
(社
十
九
〕
彼
の
血

糊
駆
寄
は

へへT
he
T
ota
iity
o
f
ci

ltesJ
-2ndst,"
竃

uljam
a
l･b
lllCliin
)
な
る
蓄
電
を
冠
せ

ら

れ
て
捕
る
｡
(塾
手
)

D
im
ish
qiハ埜

宇

2
)
A
b芋
F
id
誓
託
二
十
二
)
及
び
1b
i7

度
昔

(
竺

十
三
)

の
著
作
井
び
に
名
華
は
鎗
-
に
有
名

で
あ
る
か
ら
異
に
其
の
名
h=q･J摩
ぐ
る
だ
け
で
充
分
で
あ

る
0
(訊
二
十
四
)

(
G
c
og
r･
Re
v･
Ap
r･
1浩
4
小
牧
･LH
繁
讐

節
三
春

節
三
助

宝

rt

四
凡

0
健
界
の
石
油
産
額
(大
正
十
二
年
及
何
十
1
年
)

大
正
十
二
年
の
鐙
触
1ェ
ア
メ
-
カ
銀
莱
骨
の
雄
寂
.1=
糠
ろ
0
;i
位
千

パ
ー
レ
宍
約

七
パ
ー
レ
>～=
】
噸
)

董
三年
ハ大
正十工年)
l
窒

尋

(大
正
十尋
)

千
バ

ーレル

千
パ
ー
レ
か

北
兜
骨
粥
閥

メ
キ

シ
コ

ロ
シ
ア

ぺ
>_
シ
ヤ

ー講i
問
印
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